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笑顔のあふれるまちづくり

私
が
町
長
に
就
任
し
て
以
来
、

早
い
も
の
で
2
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
こ
の
間
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
は
「
町
民
の
良
識
が
町
政
の

常
識
で
あ
る
」
と
の
理
念
に
立
ち
、

広
聴
会
な
ど
を
通
し
て
、
よ
り
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、「
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
町
政
は

着
々
と
進
展
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
3
月
に
発
生
し
ま

し
た
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
で
は
、
東
北
地
方
を
中
心
に
甚

大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
、
発
生

か
ら
1
年
近
く
が
経
過
し
た
現
在

で
も
、
そ
の
状
況
を
見
る
と
心
が

痛
む
思
い
で
あ
り
ま
す
。

「
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
現
し
ま
す

～
町
政
に
携
わ
っ
た
2
年
間
を
振
り
返
っ
て
～

阿
見
町
長
　
天
田
　
富
司
男

当
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
道
路

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
中
心
と
し
た

損
壊
で
大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ

れ
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
の

影
響
も
併
せ
る
と
相
当
大
き
な
被

害
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
の
放
射
能
対
策
の
状
況
に
つ

い
て
は
、「
阿
見
町
放
射
能
対
策
方

針
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
生
活

環
境
を
優
先
と
し
た
本
格
的
な
除

染
作
業
を
順
次
進
め
て
お
り
ま
す
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、
町
立
小
中

学
校
・
保
育
所
・
児
童
館
に
つ
い
て

は
放
射
線
量
が
高
い
場
所
の
表
土

の
除
去
、
主
な
公
園
に
つ
い
て
は

砂
場
の
砂
の
入
替
な
ど
の
作
業
を

3
月
ま
で
に
終
了
さ
せ
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
行
動
と

的
確
な
情
報
の
提
供
な
ど
に
よ

り
、
一
日
も
早
く
町
民
皆
さ
ま
の

不
安
の
払
拭
を
図
る
と
と
も
に
、

安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
の
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

●

◎
こ
れ
ま
で
の
成
果

私
は
就
任
以
来
数
々
の
施
策
や

事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

主
な
内
容
で
す
が
、
町
民
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
役
場

総
合
窓
口
に
お
け
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
や
休
日
開
庁
業
務
の

時
間
延
長
な
ど
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
昨
年
2
月
か
ら
高
齢
者
な

ど
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め

の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行

や
、
小
学
6
年
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
や
予
科

練
平
和
記
念
館
と
い
っ
た
地
域
資

源
を
活
用
し
観
光
の
振
興
を
積
極

的
に
進
め
る
た
め
「
あ
み
観
光
協

会
」
の
設
立
や
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
小
中
学
校

耐
震
化
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

行
政
改
革
に
つ
い
て
も
、
徹
底

し
た
取
り
組
み
を
行
い
、
入
札
制

度
の
見
直
し
な
ど
経
費
の
削
減
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
に
入
り
、
東

部
工
業
団
地
へ
の
「
雪
印
メ
グ
ミ

ル
ク
㈱
」
の
誘
致
や
待
機
児
童
解

消
の
た
め
の
荒
川
本
郷
地
区
へ
の

民
間
保
育
所
の
誘
致
を
決
定
し
、

老
朽
化
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
替
え
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
意

見
を
お
伺
い
し
な
が
ら
、
町
民
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
の
施
策
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●

◎
議
会
が
要
求
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
と
和
解
金
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
一
部
損
壊
世
帯
に
対
し
て

助
成
金
を
交
付
し
て
ほ
し
い
と
い

う
請
願
が
あ
り
、
町
議
会
の
9
月

定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
財
源
と
し
て
環
境
整
備

工
場
（
現
「
霞
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
」）
建
設
時
に
談
合
が
あ
っ
た

と
す
る
判
決
に
よ
り
得
た
和
解

金
4
億
9
千
万
円
を
利
用
す
べ

き
だ
と
い
う
主
張
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
住
宅
な
ど
の
被
害

の
中
で
、
大
規
模
半
壊
な
ど
（
26

世
帯
に
は
助
成
制
度
が
あ
る
）
以

外
は
比
較
的
軽
微
で
あ
り
、
一

部
損
壊
世
帯
に
対
し
て
町
費
に

よ
り
支
援
す
る
こ
と
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
和
解
金
4
億
9
千
万

円
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
限
ら

れ
た
人
に
配
る
の
で
は
な
く
、

被
災
し
た
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
復
旧
工
事
や
放
射
能

対
策
、
防
災
対
策
（
防
災
倉
庫
や

自
家
発
電
の
整
備
等
）、
子
育
て

支
援
事
業
な
ど
町
民
の
安
心
・
安

全
の
た
め
に
支
出
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
ご
理
解
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
の
12
月
定
例
会

で
、
和
解
金
を
一
時
基
金
と
し
て

積
み
立
て
る
内
容
の
補
正
予
算
が

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
補
正
予
算
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
緊
急
で
必
要

不
可
欠
な
施
策
や
事
業
を
盛
り
込

ん
だ
予
算
で
あ
り
ま
し
た
の
で
非

常
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。

●

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の

皆
さ
ま
の
声
を
反
映
し
生
か
す

こ
と
の
で
き
る
「
住
民
が
主
人
公

の
町
政
」
を
実
現
す
る
た
め
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

▲耐震工事の完了した校舎
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問い合わせ　企画財政課行政改革推進係☎888−1111（221）

サービスアップ、こうりつアップ

町では、町民の視点に立った成果重視の行政運営を実現し、町民への説明責任を果たすため、行政評価を行
っています。このうち各課個別の事務事業を対象とする『事務事業評価』については、平成 17年度の部分試
行を経て、平成 18年度から本格実施しています。また、平成 19年度からは事務事業の上位目的である施策
を対象に『施策評価』を導入し、事務事業評価と併せ一体的に評価を行っています。

●施策評価について
『施策』とは、総合計画に示された政策を実現するための
方針で、町では第 5次総合計画で示した 54 の『項』がこれ
にあたります。施策評価は、各施策の『達成度』『優先度』『資
源配分』を測定し、今後の施策展開の方向性を決める材料と
するものです。

●施策評価結果
後期基本計画の業績測定と施策の課題の検討を行うととも
に、平成 24年度予算要求における課内の検討材料として活
用しました。後期基本計画の目標年次となる平成 25年度目
標に対し、どのくらい達成できたのかをA・B・C・Dの 4段階
で評価しました。

■行政評価に関する詳しい情報を閲覧するには
町では、行政評価に関するより詳しい情報を提供するため

に、行政評価のホームページを開設しています。また、ホーム
ページに掲載している情報は、役場 2階情報公開コーナーで
閲覧することができますので、ご利用ください。
●行政評価ホームページ：http://www.town.ami.ibaraki.jp/
kakuka/somu-bu/kikakuzaiseika/gyoseihyoka/index.htm

■施策評価結果

評価結果 項の数 割　合
A（平成 25年度の目標をすでに達成した） 8 15％
B（平成 25年度の目標を 8割以上達成した） 36 66％
C（平成 25年度の目標を 5〜 8割達成した） 9 17％
D（平成 25年度の目標を 5割未満しか達成
できなかった）

1 2％

合　計 54 100％

■継続事業の評価結果

改善方針
方向性

業務改善
大幅に改善 一部改善 改善の必要なし 合　計

現状の規模で継続 4 83 234 321
拡大して継続 13 34 8 55
縮小して継続 1 5 2 8
休廃止 1 0 0 1
終　了 0 0 2 2

他事業と統合 0 1 0 1
合　計 19 123 246 388

■評価対象事業

※実施計画事業とは、新規事業や政策的な事業を
対象としています

事業別 新規事業 継続事業 合　計
実施計画事業 41 68 109
実施計画以外 0 320 320
合　計 41 388 429

●事務事業評価について
事務事業評価は、事業を実施している所管
課などが事務事業の現状を把握し、認識した
うえで、目的を達成するために解決すべき課
題を発見し、具体的な改善につなげていく取
り組みです。
●事務事業評価結果
平成 23年度は、新規事業 41事業、継続事
業 388 事業の合計 429 事業を評価しました。
評価の結果として、事業の統廃合や改善に向
けた課題を明らかにすることができました。

3　人と自然がつくる楽しいまちーあみ



【鹿島アントラーズの概要】
鹿島アントラーズは、Jリーグに加盟するプロサッカークラブ。ホームタウンは、鹿嶋市・神栖市・潮来市・
鉾田市・行方市の鹿行地区 5市に置く。フレンドリータウンは、当町も含め、茨城県内 6市町村・千葉県内
4市町と提携。ホームスタジアムは、茨城県立カシマサッカースタジアムで、練習場は、鹿島アントラーズ
クラブハウスグランドを使用。昨年の Jリーグ順位は 6位にとどまったが、国内 3大タイトル（Jリーグ
年間・ナビスコカップ・天皇杯）であるナビスコカップを制し 15冠を達成、Jリーグ史上最多記録を更新し
た。2012 シーズンのクラブスローガンは、「SMILE	AGAIN	with	PRIDE（笑顔と誇りをもう一度）」。震
災の復興途上にある地域に笑顔を届けるとともに、チームとしての誇りを取り戻すという意味合いも含
め設定したスローガンである。今シーズンは、監督・コーチ陣も新体制となり、気持ちも新たに目標に向か
って前進してくれるはずです。みんなで「鹿島アントラーズ」を応援しよう！
▼鹿島アントラーズオフィシャルサイト（http://www.so-net.ne.jp/antlers/）

フレンドリータウン

鹿島アントラーズＦＣと「フレンドリータウンに関する協定書」を締結
町と㈱鹿島アントラーズ・エフ・シーは、サッカーを通し、教育・観光等に
おいて相互の振興を図ることを目的として、去る 1月 25日に「フレンドリ
ータウンに関する協定書」を締結しました。
今後は、この協定に基づき、カシマサッカースタジアムにおいてフレンド
リータウンデイズ『阿見町の日』を開催し、町の特産品販売や芸能発表など
のPRイベントや試合への招待・優待などを実施する予定です。
日程等詳細が決定次第、町広報およびホームページでお知らせします。

問い合わせ　企画財政課企画係☎888−1111（221）

【フレンドリータウンの特典】
◇フレンドリータウンデイズ『阿見町の日』の実施
▼試合への招待・優待
阿見町内に在住・在勤および在学の人を対象に指定席またはサポーターズシートに 1,000 円で優待しま
す。また、中学生以下と 65歳以上の人、ファンクラブ会員は無料で招待します。

▼自治体PRイベント（特産品販売や芸能発表など）
阿見町の観光や特産品を紹介することにより、観光の振興を図ることを目的としたPRコーナーを出店
します。商工団体および農業団体の協力を得て、特産品や農産物の販売を行います。また、郷土芸能な
どの発表も予定しています。

※今後は、子どもたちのスポーツに対する意識や技術力の向上、ならびに健全な心身の育成を図ることを
目的とした事業の検討を行うなど、鹿島アントラーズ FCと連携・協力した事業を展開していきます

J1 鹿島と
「フレンドリータウン」協定締結

● 3 月～ 4月のホームゲーム（カシマ）開催日程

開催日程 開催日 キックオフ 対戦相手
Ｊ1リーグ　第 2節 3 月17日（土） 午後 2時 川崎フロンターレ
ナビスコカップ　第 1節 3 月 20日（火） 午後 3時 ヴィッセル神戸
ナビスコカップ　第 2節 4 月　4日（水） 午後 7時 大宮アルディージャ
Ｊ 1リーグ　第 5節 4 月　7日（土） 午後 5時 浦和レッズ
Ｊ 1リーグ　第 7節 4 月 21日（土） 午後 3時 セレッソ大阪
Ｊ 1リーグ　第 8節 4 月 28日（土）午後 3時 30分 ガンバ大阪
●各種チケットのお問い合わせ
アントラーズファンクラブ事務局　☎0299-82-5555（午前10時～午後4時）
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収納課☎888ー1111（147・148）

町税・国保税・後期高齢者医療保険料・介護保険料は

納期限までに
納めましょう！

平成24年度　納期月・納期限一覧

納付月 納期限 税　　目

4月 5月 1日（火）固定資産税（1期） 国民健康保険税（1期） 介護保険料（1期）

5月 5月 31日（木）軽自動車税（全期）

6月 7月 2日（月）町・県民税（1期） 国民健康保険税（2期） 介護保険料（2期）

7月 7月 31日（火）固定資産税（2期） 後期高齢者医療保険料（1期）

8月 8月 31日（金）町・県民税（2期）
国民健康保険税（3期）
後期高齢者医療保険料（2期）

介護保険料（3期）

9月 10月 1日（月）
国民健康保険税（4期）
後期高齢者医療保険料（3期）

10月 10月 31日（水）町・県民税（3期）
国民健康保険税（5期）
後期高齢者医療保険料（4期）

介護保険料（4期）

11月 11月 30日（金）
国民健康保険税（6期）
後期高齢者医療保険料（5期）

12月 12月 25日（火）固定資産税（3期）
国民健康保険税（7期）
後期高齢者医療保険料（6期）

介護保険料（5期）

平成25年
1月

1月 31日（木）町・県民税（4期）
国民健康保険税（8期）
後期高齢者医療保険料（7期）

2月 2月 28日（木）固定資産税（4期）
国民健康保険税（9期）
後期高齢者医療保険料（8期）

介護保険料（6期）

3月

※口座振替をご利用の場合は、各納期限日に口座から引き落としをいたします
※納付月の確認に際しては、本紙を保管のうえ参照願います
▼問い合わせ　収納課☎888ー1111（147・148）

5　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

のうきげんまでにおさめましょう



新しくなります
国民健康保険証

4月1日からー

新しくなります
国民健康保険証

国保税　納めて安心　わが家の健康

世
帯
の
ご
家
族
が
国
保
年
金
課
窓

口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
同
課

窓
口
で
再
交
付
（
身
分
証
明
書
が

な
い
場
合
は
郵
送
）
し
ま
す
。

※
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
古
い
保
険

証
は
、
切
り
刻
む
な
ど
し
て
各

家
庭
の
責
任
で
処
分
す
る
か
、

国
保
年
金
課
窓
口
ま
で
ご
返
却

く
だ
さ
い

■
町
外
の
施
設
（
入
所
・
入

院
）
等
の
所
在
地
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
人
は
…

国
保
年
金
課
窓
口
に
届
け
出
が

必
要
で
す
（
▼
必
要
書
類
：
▽
入

所
（
入
院
）
証
明
書
ま
た
は
在
園

証
明
書
▽
該
当
す
る
人
の
新
し
い

保
険
証
▽
印
鑑
）。
新
し
い
保
険

証
は
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
◯学
保
険
証
も
更
新
で
す

修
学
の
た
め
に
住
所
を
他
市
町

村
に
異
動
し
て
い
る
人
は
、
毎
年

◯学
保
険
証
の
届
け
出
が
必
要
で

す
（
▼
必
要
書
類
：
▽
在
学
証
明

書
▽
該
当
す
る
人
の
新
し
い
保
険

証
▽
印
鑑
）。
国
保
年
金
課
窓
口

ま
た
は
う
ず
ら
出
張
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
出

国
民
健
康
保
険
証
を
4
月
1

日
付
で
更
新
し
ま
す
。
保

険
証
は
個
人
ご
と
の
カ
ー
ド
型
に

な
っ
て
い
ま
す（
左
図
参
照
）。
3

月
末
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
内
容

を
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

■
取
り
扱
い
上
の
注
意

個
人
ご
と
の
カ
ー
ド
型
の
た

め
、
紛
失
や
汚
損
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
保
険
証
の
再
交
付

を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持

参
の
う
え
、
世
帯
主
ま
た
は
同
一

に
よ
り
、
本
人
の
現
住
所
地
が
記

載
さ
れ
た
保
険
証
を
発
行
し
ま

す
。

※
4
月
以
降
に
修
学
を
終
え
た
場

合
に
は
、
町
国
保
の
加
入
資
格

を
失
い
ま
す
。
世
帯
主
は
町
に

資
格
喪
失
届
を
提
出
し
、
該
当

す
る
人
の
保
険
証
を
国
保
年
金

課
窓
口
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い

■
仕
事
な
ど
で
長
期
間
町

を
離
れ
る
人
は
…

届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
保
険
証
は
そ
の
ま
ま

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

阿見町役場　電話029（888）1111（代表）

※退職者医療制度（7ページ参照）用は帯が緑色です。また、
記載内容も一部異なります

（裏面）

1. 私は、脳死後及び心臓が停止した死後のいずれでも、移植の為に臓器を提供します。
2. 私は、心臓が停止した死後に限り、移植の為に臓器を提供します。
3. 私は、臓器を提供しません。
《1又は 2を選んだ方で、提供したくない臓器があれば、×をつけてください。》

【　心臓・肺・肝臓・腎
じん

臓・膵
すい

臓・小腸・眼球　】
〔特記欄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
署名年月日：　　　　年　　　　月　　　　日
本人署名（自筆）　　　　　　　　　　　家族署名（自筆）　　　　　　　　　　　　

＊　以下の欄に記入することにより、臓器提供に関する意思を表示することができます。
記入する場合は、1から 3までのいずれかの番号を○で囲んでください。

注意事項	 保険医療機関等において診療を受けようとするときは、必ずこの証を
その窓口で渡してください。

備　　考

※保険証の裏面にある臓器提供意思表示欄の記入は被保険
者の任意であり、必ずしも記入しなければならないもの
ではありません。また、記入の有無により受けられる医
療内容に違いは生じません。臓器提供意思表示欄に貼り
付ける個人情報保護シールを添付しますので、ご活用く
ださい

後期高齢者医療制度の保険証の有効期限は 7月 31日
までとなっています。新しい保険証は7月下旬に郵送し
ます。
なお、国民健康保
険の有効期限（3 月
31 日）とは異なりま
す。

後期高齢者医療制度の保険者証は
8月 1日付で更新となります

後期高齢者医療被保険者証
有効期限　平成２4年　７月３１日

被保険者番号

被　

保　

険

住　所

氏　名

➡

国保
お問い合わせは…
国保年金課国保係
☎888 ー 1111（131 ～
133）

みんなでささえ愛…こくほ
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国民健康保険

退職者医療制度
とは…

入
者
で
、
▼
65
歳
未
満
▼
退
職
被

保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配
偶
者
と

3
親
等
以
内
の
親
族
、
配
偶
者
の

父
・
母
・
子
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
▼
年
収
が
1
3
0
万
円
（
60
歳

以
上
ま
た
は
障
害
者
の
人
は

1
8
0
万
円
）
未
満
ー
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
人
が
被
扶
養

者
と
な
り
ま
す
。

■
医
療
を
受
け
る
と
き
は
…

退
職
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
一
部
負
担
金
の
自
己

負
担
割
合
は
3
割
で
す
（
扶
養
さ

れ
て
い
る
未
就
学
児
は
2
割
）。

■
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

退
職
後
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
、
年
金
証
書
を
受
け
取
っ

た
ら
、
14
日
以
内
に
町
国
保
に
届

け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。
届
け
出
に

は
▼
年
金
証
書
▼
国
保
の
保
険
証

▼
印
鑑
ー
が
必
要
で
す
。

■
退
職
者
医
療
制
度
と
は
？

長
い
間
、
会
社
の
社
会
保
険
や

共
済
保
険
等
に
加
入
し
て
い
た
国

保
加
入
者
の
医
療
費
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
社
会
保
険
等
に
も
負
担
し
て

い
た
だ
く
制
度
で
す
。

国
保
加
入
者
の
う
ち
、
次
項
に

該
当
す
る
人
は
退
職
者
医
療
制
度

の
加
入
者
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

制
度
に
加
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

保
険
税
や
負
担
割
合
が
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
こ
の
制
度
の
対
象
者
は
？

▼
国
保
に
加
入
し
て
い
る
▼
65

歳
未
満
▼
厚
生
年
金
や
各
種
共
済

組
合
な
ど
の
老
齢
（
退
職
）
年
金

を
受
け
る
資
格
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
年
金
制
度
の
加
入
期
間
が
20
年

以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
降
の
加
入

期
間
が
10
年
以
上
あ
る
ー
の
す

べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人
と
、
そ

の
被
扶
養
者
（
次
項
参
照
）
が
対

象
で
す
。

■
被
扶
養
者
と
は
？

退
職
被
保
険
者
と
と
も
に
生
活

し
、
主
に
退
職
被
保
険
者
の
収
入

で
生
計
を
維
持
し
て
い
る
国
保
加

国保年金課国保係☎888ー1111（131〜133）

70 〜 74 歳の人で現役並み所得者以外の人の窓
口負担については、平成 20 年 4 月 1 日から 2割
負担に見直されましたが、負担軽減措置により平
成 24年 3月 31日まで 1割に据え置かれています
（差額 1割は国が負担）。
このたび、2割負担を 1割負担へ軽減する措置
が平成 25年 3月 31日まで延長されるため、下記
の取り扱いとなります。

■『2割（平成 24年 3月 31 日までは 1割）』と記
載された高齢受給者証をお持ちの人
▶3月上旬に『2割（平成24年 7月 31日までは1
割）』と記載された高齢受給者証をお送りします

■『3割』と記載された高齢受給者証をお持ちの人
（現役並み所得者）
▶今まで通り 3割負担となりますので、4月以降
も現在お持ちの高齢受給者証をお使いください

※ 8月以降につきましては、平成 24年度の住民税
課税所得（下記参照）により判定を行い、7月中
旬に新しい高齢受給者証をお送りします
※住民税課税所得　＝　所得　－　各種所得控除
（　所得　＝　収入額　ー　必要経費等　）

●現役並み所得者とは
同一世帯に、住民税の課税所得が 145 万円以上
の 70〜 74 歳の国保加入者がいる場合に該当とな
ります。現役並み所得者と判定された 70〜 74 歳
の国保加入者の人は、自己負担割合が 3割となり
ます。
※ 70〜 74歳の国保加入者の収入額の合計が 520
万円（1人の場合 383 万円）に満たない場合は、
申請により 2割負担（負担軽減措置により 1割
負担）となります

70 ～ 74歳の人の窓口負担 1割が延長されます

みんなでささえ愛…こくほ

長
い
間
勤
め
た
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の

う
ち
、老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
、

『
退
職
者
医
療
制
度
』
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。



■
土
浦
年
金
事
務
所

3
月
の
休
日
開
庁
日

日
時　

3
月
10
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
4
時

問
合
せ　

土
浦
年
金
事
務
所
☎

8
2
4
ー

7
1
2
1

信
用
組
合
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
ー
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
役
場
・
出
張
所
で
は
取
り

扱
い
で
き
ま
せ
ん
）。

❷
納
付
書
（
現
金
）
に
よ
る
前
納

で
納
付

納
め
る
月
が
早
い
ほ
ど
割
引
額

が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
の
年
度
の
一
定
期
間
の
保
険

料
を
前
も
っ
て
ま
と
め
て
納
め
る

（
前
納
）
と
、
保
険
料
が
割
り
引

き
さ
れ
て
お
得
で
す
。

▼
1
年
分
前
納
：
割
引
額

3
1
9
0
円

▼
半
年
分
前
納
：
割
引
額

7
3
0
円

❸
口
座
振
替
で
納
付

口
座
振
替
な
ら
納
付
書（
現
金
）

で
納
め
る
よ
り
割
引
き
が
多
く
お

得
で
す
。

▼
1
年
分
前
納
：
割
引
額

3
7
7
0
円

▼
半
年
分
前
納
：
割
引
額

1
0
2
0
円

▼
毎
月
納
付
は
2
種
類

▽
早
割
（
当
月
末
振
替
）：
月
々
50

円
割
引
（
例
：
4
月
分
の
保
険

料
を
4
月
末
日
に
振
替
）

▽
翌
月
末
振
替
：
割
引
な
し（
例
：

4
月
分
の
保
険
料
を
5
月
末
日

に
振
替
）

※
『
早
割
』
を
希
望
す
る
人
は
、

初
回
の
み
前
月
分
＋
当
月
分

（
50
円
割
引
）
の
保
険
料
が
振

り
替
え
ら
れ
ま
す

▼
口
座
振
替
手
続
き
に
必
要
な

も
の

▼
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書

等
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

も
の
▼
通
帳
▼
金
融
機
関
届

出
印

※
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
・

郵
便
局
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

❹
そ
の
他

電
子
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
納
付
も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
土
浦
年
金
事
務
所
☎

8
2
4
ー

7
1
2
1
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

保
険
料
を
未
納
に
す
る
と
、

生
活
の
支
え
と
な
る
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
忘

れ
る
こ
と
な
く
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
保
険
料
の
額

保
険
料
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
毎

月
の
保
険
料
は
翌
月
末
日
ま
で
に

納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
定
額
保
険
料
：
月
額
1
4
9
8
0

円
（
4
月
か
ら
平
成
25
年
3
月

ま
で
）

▼
付
加
保
険
料
：
月
額
4
0
0
円
。

付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、

2
0
0
円
×
付
加
保
険
料
納
付

済
月
数
ー
で
計
算
さ
れ
た
金

額
が
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算

さ
れ
ま
す

※
納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
領
収
書
は
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告

や
年
末
調
整
の
時
に
は
『
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
』
や
領
収
書
の
添

付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

■
納
め
方

❶
納
付
書
（
現
金
）
で
納
付

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

た
納
付
書
で
、
銀
行
・
郵
便
局
・
農

協
・
漁
協
・
信
用
金
庫
・
労
働
金
庫
・

みんなでささえ愛…ねんきん

国民年金保険料
の額と納め方
国民年金保険料
の額と納め方

国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）

国
金民
年

▼口座振替で前納するのがお得です

納付方法 1か月分 6か月分 1年分

現金支払い（月々） 14,980 円 89,880 円 179,760 円

現金支払い（前納）
【割引額】

ー
89,150 円

【730 円】

176,570 円

【3,190 円】

口座振替（早割）
【割引額】

14,930 円

【50 円】

89,580 円

【300 円】

179,160 円

【600 円】

口座振替（前納）
【割引額】

ー
88,860 円

【1,020 円】

175,990 円

【3,770 円】

※納めていない期間の保険料については、納付期限から 2年を経
過すると時効により納められなくなります
※時期により前納できる期間に制限があります
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消費者コーナー消費者コーナー
『町消費生活センターだより』
23年度・第4回

しょうひせいかつセンター

問い合わせ：▼町消費生活センター☎ 888ー1871（ファクシミリ兼用／
月 ～ 金 曜 日 の 午 前 9 時 ～ 午 後 4 時 ）▼ 商 工 観 光 課 ☎ 888ー1111（171）

若者向け悪質商法被害防止共同キャンペーン中です
若者の多くは契約に関する知識が十分でなく、社会経験も少ないことから、悪質業者による若者の消費者被
害が後を絶ちません。最近は、インターネットや携帯電話関連の詐欺やトラブルも増加しています。
相談の多かったワンクリック詐欺の手口を紹介します。

3月 11日の東日本大震災に関する相談は、27件ありました。

順　位 商品・サービス名 件　数 主な内容

1 工事・修理 11 震災で瓦が落ちた、屋根の葺き替え工事を契約したが高額だと思う。
2 放射能関連 		4 食品の放射能を調べてほしい。放射能を除去する浄水器の訪問販売。

3
チェーンメール 		3 石油工場が爆発して有害物質が発生したというメールが届いた。
地震保険 		3 震災で塀が壊れたので地震保険の請求をしたが対象外といわれた。

●携帯電話を利用したワンクリック詐欺のイメージ画面
無料だと思って動画サイトをクリックしたら、こんな画面が出てきました。

☆だまされないためには、
▼年齢をクリックしただけでは契約は成立していない
▼料金を請求されても振込まない、請求元には連絡しない
▼個体識別番号や IPアドレスからは個人情報は特定できない

年齢をクリックしただけで、入会になり料金を請求されてしまった。
入会したつもりがなかったので連絡をしたら…

というような、脅迫めいたメールが送られてきました。

▽ご利用料金を支払わなければ、退会手続きはできません
▽期日内のお支払がなければ、利用料金に加えて延滞手数料が別途加算されます
▽支払期限を過ぎても入金が確認されない場合は、直接回収にうかがいます
▽お支払いがなければ、法的措置をとります

▼主な相談内容

東日本大震災に関する相談

▲医療大でのキャンペーン活動

（平成 24年 1月 4日現在）

9　人と自然がつくる楽しいまちーあみ
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知って安心！介護保険

地域密着型サービス

みんなでささえ愛…かいごほけん

問
』
や
『
宿
泊
』
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
、
食
事
・
入
浴
な
ど
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

要
介
護
1
〜
5
の
人
、
要
支
援

1
・
2
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

町
で
は
1
事
業
所（
定
員
25
人
。

表
参
照
）が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
利

用
の
場
合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
自
己
負
担
額（
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
1
割
）に
加
え
、
食
材

料
費
・
宿
泊
費
・
そ
の
ほ
か
の
費

用
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行

わ
れ
ま
す

▽
利
用
者
の
家
族
や
地
域
の
代
表

者
が
参
加
す
る
運
営
推
進
会
議

に
お
い
て
、
運
営
状
況
の
報
告

や
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
、

よ
り
良
い
生
活
が
お
く
れ
る
よ

う
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
す

■
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護

小
規
模
の
住
宅
型
の
施
設
で

『
通
所
』を
中
心
と
し
な
が
ら
、『
訪

を
営
む
住
居（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

で
食
事
・
入
浴
な
ど
の
介
護
や
支

援
を
受
け
る
も
の
で
、
要
介
護
1

〜
5
の
人
、
要
支
援
2
の
人
が
利

用
で
き
ま
す
（
要
支
援
1
の
人
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
）。
町
で
は
5

事
業
所
（
定
員
90
人
。
表
参
照
）

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
の
場

合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
自
己
負
担
額
（
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
1
割
）に
加
え
て
家
賃
・
食

材
料
費・そ
の
ほ
か
の
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
事
業

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

事
業
所
に
お
い
て
、
短
期
間
の

宿
泊
利
用
が
で
き
る
『
短
期
利

用
共
同
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
サ
ー
ビ
ス
』
も
あ
り

ま
す
。
実
施
の
有
無
は
各
事
業

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
の
特
徴

▽
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
少
人

数
で
の
共
同
生
活
を
営
み
ま
す
。

共
同
生
活
で
は
、
自
分
で
で
き

る
こ
と
は
自
分
で
行
い
ま
す

▽
居
室
は
全
室
が
個
室
に
な
っ
て

お
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す

▽
季
節
の
行
事
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
地
域
の
行
事
へ
の
参
加

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
認

知
症
高
齢
者
や
独
居
高
齢
者
の
増

加
等
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
が
介
護

の
必
要
な
状
態
と
な
っ
て
も
、
住

み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
で
き
る

限
り
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
体

制
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

※
認
知
症
と
は
、
脳
に
何
ら
か
の

原
因
で
障
害
が
起
き
、
脳
の
機

能
が
低
下
す
る
こ
と
で
『
物
忘

れ
』
や
『
判
断
力
低
下
』
な
ど
、

日
常
生
活
が
う
ま
く
行
え
な
く

な
る
『
脳
の
病
気
』
で
す

▽
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
指
定
お
よ
び
指
導
・
監
督
は
、

市
町
村
が
行
い
ま
す

▽
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
は
、
原
則
と
し
て
事
業
所
が

所
在
す
る
市
町
村
の
住
民
（
介

護
保
険
の
被
保
険
者
）
の
み
と

な
り
ま
す

■
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

認
知
症
の
高
齢
者
が
共
同
生
活

介
護

保
険

社会福祉課介護保険係☎ 888ー1111（164・165）

表：町内の地域密着型サービス提供事業所

種類 事業所名
所 在 地
電話番号

定員

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

阿見ケアコミュニティそよ風
うずら野 4ー24ー5
☎ 843ー7130

18 人

グループホームすみれ
岡崎 2ー8ー19
☎ 887ー0086

9 人

グループホームつくし
曙 176ー3
☎ 887ー2823

18 人

グループホームわかぐり
鈴木 136ー3
☎ 891ー2300

27 人

グループホーム阿見
若栗 2957ー5
☎ 889ー2767

18 人

小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護

小規模多機能型居宅介護すみれ
岡崎 2ー8ー19
☎ 875ー4102

25 人

サ
ー
ビ
ス
の
概
要

サ
ー
ビ
ス
の
主
な
特
徴

主
な
サ
ー
ビ
ス
の
種
類



平
成
23
年
11
月
9
日（
水
）、

ひ
た
ち
な
か
市
の
笠
松
運
動

公
園
に
お
い
て
第
16
回
県
健

康
福
祉
祭
い
ば
ら
き
ね
ん
り

ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
、
▼
輪
投
げ
の

部
：
西
郷
区
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

（
5
人
）▼
ク
ロ
ッ
ケ
ー
の
部
：

一
区
南
福
寿
会（
5
人
）▼
ペ
タ

ン
ク
の
部
：
西
郷
区
シ
ル
バ
ー

ク
ラ
ブ（
4
人
）▼
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
部
：
山
本
登
さ
ん
・
黒
田

忠
宏
さ
ん
・
山
崎
伝
一
郎
さ
ん
・

柳
生
実
さ
ん
・
岡
島
俊
一
さ
ん
・

栗
山
昌
子
さ
ん

ー
の
皆
さ
ん

が
町
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。

平
成
23
年
11
月
18
日（
金
）と
11

月
25
日（
金
）の
2
回
に
わ
た
り
、

阿
見
小
学
校
6
年
生（
1
0
3
人
）

が
総
合
学
習
の
時
間
を
活
用
し

て
、
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会

主
催
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で

交
流
し
ま
し
た
。
小
学
生
と
高
齢

者
が
ペ
ア
に
な
り
、
ひ
と
つ
の
ボ

ー
ル
を
交
互
に
打
つ
方
法
で
16
ホ

ー
ル
を
ラ
ウ
ン
ド
し
ま
し
た
。

優
勝
者
は
、
▼
11
月
18
日
▽
会

員
：
飯
島
和
夫
さ
ん（
掛
馬
た
ち
ば

な
会
）▽
小
学
6
年
生
：
篠
内
ゆ
う

き
さ
ん
ペ
ア
▼
11
月
25
日
▽
会

員
：
村
田
義
一
さ
ん（
中
郷
西
郷
友

会
）▽
小
学
6
年
生
：
田
中
し
お
ん

さ
ん
ペ
ア

ー
で
す
。

い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス

ポ
ー
ツ
大
会

目
で
あ
り
、
従
来
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
と
は
趣
が
違
い
、
こ
の
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
さ
ら
な
る
会
員
の
健
康

維
持
・
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に

会
員
の
相
互
親
睦
を
図
る
た
め
に

開
催
し
て
い
き
ま
す
。

大
会
成
績
は
、
▼
1
部
優
勝

チ
ー
ム
▽
A
ブ
ロ
ッ
ク
：
塙
清

明
会
A
▽
B
ブ
ロ
ッ
ク
：
富
士

団
地
千
歳
会
▽
C
ブ
ロ
ッ
ク
：

上
条
福
寿
会
B
▼
2
部
優
勝
チ

ー
ム
▽
A
ブ
ロ
ッ
ク
：
上
郷
一

粒
会
B
▽
B
ブ
ロ
ッ
ク
：
上
郷

一
粒
会
A
▽
C
ブ
ロ
ッ
ク
：
一

区
親
和
会
A

ー
で
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

町
で
は
、
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の

活
性
化
と
設
立
に
つ
い
て
補
助
金

交
付
等
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の
設
立
や

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
方

法
な
ど
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
左

記
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

11　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

シルバークラブ

■
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

▼
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ば

内
）
8
8
7
ー

3
9
6
9

▼
社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

8
8
8
ー

1
1
1
1（
1
6
2
）

第
16
回
県
健
康
福
祉
祭
わ
く

わ
く
美
術
祭
で
は
、
高
齢
者
の

創
作
に
よ
る
美
術
作
品
を
展
示

す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の

芸
術
活
動
を
促
す
と
と
も
に
生

き
が
い
や
健
康
づ
く
り
を
増
進

し
、
も
っ
て
明
る
く
活
力
あ
る

長
寿
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
2
月
25
日（
土
）

〜
3
月
2
日（
金
）ま
で
、
県
立

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
美
術
展
示

室
お
よ
び
分
館
に
お
い
て
、
県
・

（
社
）県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

で
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
町
の
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の

会
員
か
ら
は
、
前
年
度
の
5
作

品
か
ら
今
年
度
は
12
作
品（
工

芸
5
品
、
彫
刻
4
品
、
洋
画
2

品
、
書
1
品
）が
出
展
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

平
成
23
年
10
月
15
日（
金
）、
町

町
民
体
育
館
に
お
い
て
町
シ
ル
バ

ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
第
1
回

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
は
昨
年

開
催
さ
れ
た
5
種
目
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
体
験
講
習
会
の
中
の
1
種

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
と
阿
見

小
学
校
6
年
生
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
交
流

わ
く
わ
く
美
術
展



生
活
福
祉
部
会

大
﨑　

弘
子

平
成
22
年
12
月
1
日
よ
り
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、

先
輩
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
一
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。

主
な
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
毎
月
行
わ
れ
る
定
例
会
で

は
、県
や
町
の
職
員
に
よ
る
研
修
、

個
々
の
ケ
ー
ス
事
例
の
勉
強
会
、

ま
た
対
外
活
動
で
は
「
あ
い
さ
つ

声
か
け
運
動
」
や
夏
休
み
中
の
公

園
・
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
巡

回
見
守
り
、
そ
し
て
敬
老
会
や
さ

わ
や
か
フ
ェ
ア
福
祉
バ
ザ
ー
、
ほ

の
ぼ
の
交
流
会
な
ど
の
各
事
業
に

参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
生
活
福
祉
部
会
の
活
動

で
は
、
牛
久
市
民
児
協
と
の
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

牛
久
市
に
あ
る
団
地
で
は
、
区

長
・
民
生
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
と
「
支
援
の
会
」
を
作
り
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
目
指
し
、
要
援
護
者
へ
の

見
守
り
支
援
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

民生委員・児童委員
　 の活動状況報告

みんせいいいん・じどういいん

民生委員の
マーク

げ
ら
れ
た
自
然
観
か
ら
受
け
た
人

間
性
、
国
民
性
の
表
れ
と
考
え
ら

れ
る
。
更さ

ら

に
今
後
も
、
全
国
、
世

界
か
ら
の
支
援
や
援
護
を
受
け
、

生
存
者
の
自
立
が
確
認
さ
れ
て
い

る
こ
と
こ
そ
本
当
の
絆
が
確
立
し

た
と
い
え
る
。
次
に
、
原
子
力
発

電
所
が
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
不
安
定
な
土

地
基
盤
の
日
本
に
54
基
も
設
置
さ

れ
て
お
り
、
安
定
し
た
土
地
基
盤

で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
が
57
基
と
言
わ

れ
て
い
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

需
給
の
関
係
も
あ
ろ
う
が
、反
省
・

検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
宗
教
・
文
化
の
面

か
ら
日
本
人
の
心
に
つ
い
て
、「
宮

沢
賢
治
」
の
童
話
、
詩
の
中
で
表

現
さ
れ
て
い
る
「
風
」
を
取
り
上

げ
日
本
人
の
心
情
の
表
現
に
つ
い

て
語
ら
れ
講
演
を
終
了
し
ま
し

た
。私

は
、
こ
の
講
演
を
聴
い
て

「
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
実
態
と

被
害
者
の
心
の
表
現
」の
現
状
、

な
ら
び
に
「
日
本
人
の
心
の
表
現

の
歴
史
的
経
緯
」
お
よ
び
「
日
本

人
の
心
の
表
現
と
外
国
人
の
心
の

表
現
の
相
違
」
な
ど
に
つ
い
て
心

を
惹ひ

か
れ
ま
し
た
。

今
後
の
民
生
委
員
活
動
に
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま

す
。

障
害
者
福
祉
部
会

大
越　

賢

「
県
障
害
者
福
祉
の
集
い
」
に

参
加
し
、
山
折
哲
雄
氏
の
「
震
災

と
日
本
人
の
心
」
を
拝
聴
し
て
き

ま
し
た
。
講
演
内
容
を
要
約
い
た

し
ま
す
。

被
災
地
を
訪
ね
た
と
き
、
自
然

の
す
さ
ま
じ
い
破
壊
力
に
よ
り
、

一
帯
が
地
獄
化
し
、
神
も
仏
も
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
空

は
晴
れ
上
が
り
山
の
稜
り
ょ
う
せ
ん線

が
連
な

り
、
全
く
震
災
の
後
と
は
想お

も

え
な

い
美
し
い
自
然
が
現
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
日
本
人
は
「
美
し
い

自
然
」
と
「
荒
々
し
い
自
然
」
の

矛
盾
す
る
自
然
の
中
で
こ
れ
か
ら

も
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
な
お
、
現
地
は
瓦が

れ
き礫
や
ヘ
ド

ロ
な
ど
の
中
に
、
亡
く
な
っ
た
人

の
声
無
き
叫
び
を
全
身
で
感
じ

た
。
ま
た
、
生
存
者
の
絆
の
回
復

が
で
き
る
か
不
安
が
よ
ぎ
っ
た
。

こ
れ
は
、
日
本
人
す
べ
て
へ
の
警

鐘
で
も
あ
る
が
、
生
存
者
の
方か

た
が
た々

が
冷
静
、
沈
着
、
我
慢
強
く
、
穏

や
か
さ
が
見
受
け
ら
れ
近
隣
の
助

け
合
い
も
多
く
見
ら
れ
安
堵
し

た
。
こ
れ
は
、
長
い
間
に
築
き
上

今
回
の
交
流
会
で
近
所
付
き
合

い
が
希
薄
と
な
っ
て
い
る
今
日
、

地
域
の
人
た
ち
の
協
力
を
得
て
支

援
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

一
方
私
の
地
域
活
動
に
お
い
て

は
、
町
営
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
が
多

い
所
で
す
が
、
地
域
全
体
で
高
齢

者
世
帯
・
単
身
高
齢
者
が
年
々
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

介
護
の
こ
と
、入
院
中
の
こ
と
、

生
活
が
困
難
な
こ
と
な
ど
日
々
の

暮
ら
し
の
問
題
や
相
談
に
つ
い
て

各
関
係
機
関
と
連
携
を
し
、
対
応

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
域
内
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
行
わ
れ
る
運
営
推
進
会
議
に

も
参
加
し
、
皆
さ
ん
と
情
報
交
換

を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
の
中
、
昨
年

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
の
時
は
、
一
人
暮
ら
し
の
人

の
所
へ
飛
ん
で
行
き
、
不
安
な
状

況
で
過
ご
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ん
に

一
声
か
け
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
誰

も
が
危
機
を
感
じ
た
今
回
の
地
震

で
し
た
。
大
き
な
被
害
も
無
く
安あ

ん

堵ど

し
、
後
日
お
礼
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た
と
き
は
早
急
に
行
動
し
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
信
頼
関

係
を
築
き
な
が
ら
地
域
活
動
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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知
れ
ば
知
る
ほ
ど
自
分
の
行
動
と

責
任
感
を
気
に
し
な
が
ら
こ
の
一

年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

活
動
部
会
は
児
童
婦
人
福
祉
部

会
と
児
童
生
徒
対
策
委
員
会
に
所

属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
児
童
生
徒

対
策
委
員
会
で
は
、
昨
年
9
月
16

日（
金
）に
阿
見
中
学
校
生
徒
と
4

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
懇
談

会
を
行
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
テ
ー

マ
を
①
今
ま
で
し
て
も
ら
っ
て
嬉

し
か
っ
た
こ
と
や
幸
せ
に
思
っ
た

こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
②
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
人
に
自
分
た
ち
で

で
き
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
話

合
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

一
つ
ず
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
で
は
「
電
車
で
席
を
譲
っ
て

喜
ば
れ
た
と
き
」、
②
で
は
「
災

害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る

人
を
見
て
自
分
も
し
た
い
と
思
っ

た
が
、
今
は
中
学
生
な
の
で
身
近

な
こ
と
か
ら
や
ろ
う
と
思
う
。」

な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
を
通
し
て
、
心
身

共
に
成
長
の
著
し
い
中
学
生
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
強
く
持
ち
な

が
ら
、
良
識
あ
る
社
会
人
に
向
か

っ
て
成
長
す
る
姿
に
す
ご
く
感
動

い
た
し
ま
し
た
。

担
当
地
区
の
活
動
件
数
は
少
な

い
方
で
す
が
、
い
つ
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
も
今
ま
で
の
経

験
を
生
か
せ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に

研
さ
ん
に
努
め
、
先
輩
委
員
に
一

日
で
も
早
く
近
づ
き
地
域
社
会
に

役
立
ち
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

●
研
修
会
の
様
子

みんせいいいん・じどういいん

児
童
婦
人
福
祉
部
会小

松
崎　

輝
雄

私
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
委
嘱
を
受
け
て
一
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
こ
の
一
年
間
、
何
を
感
じ

て
き
た
か
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

新
任
早
々
、
前
任
者
か
ら
関
係

書
類
と
と
も
に
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
の
心
構
え
と
活
動
経

過
を
懇
切
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
で
引
継
ぎ
は
完

了
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で

も
福
祉
票
の
記
載
内
容
を
見
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
応
し
た
福
祉
支
援

の
必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

県
・
町
主
催
の
新
任
者
研
修
会

で
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

に
必
要
な
基
本
法
令
な
ど
を
中
心

に
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
月
行

わ
れ
る
定
例
会
は
、
町
関
係
部
署

の
説
明
会
、
各
種
事
業
へ
の
参
加

要
請
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
、

実
践
活
動
報
告
、
質
疑
応
答
な
ど

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
現
実
に
起
こ
る
事
案
の

対
応
に
は
、
さ
ら
な
る
努
力
の
積

み
重
ね
が
必
要
と
感
じ
、
こ
う
し

て
除
々
に
福
祉
活
動
の
重
要
性
を

で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
地
区
の
多
く

の
人
た
ち
と
お
知
り
合
い
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
て
、
種
々
の
行

事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、
以

前
よ
り
も
積
極
的
に
参
加
す
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

昨
年
三
月
に
は
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
で
道
路
を
歩

い
て
お
り
ま
し
た
。
激
し
い
揺
れ

に
動
転
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
わ
れ

に
返
り
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
の
家
を
訪
問

し
ま
し
た
。

訪
問
先
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
不

安
そ
う
で
し
た
が
、
け
が
も
な
く

無
事
な
姿
を
確
認
で
き
て
安
堵
し

ま
し
た
。
し
か
し
私
が
被
害
を
受

け
て
負
傷
し
て
い
た
ら
訪
問
活
動

は
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
わ

が
家
の
災
害
に
対
す
る
備
え
も
見

直
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し

た
。こ

の
一
年
間
で
大
地
震
の
経
験

や
福
祉
行
事
・
小
中
学
校
行
事
へ

の
参
加
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
見

学
な
ど
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
い
く
う
ち
に
、
福
祉
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
実

感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
前
向
き

に
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
部
会

井
元　

紀
美
子

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
就
任

し
ま
し
て
、
早
く
も
一
年
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
活
動
や
役
割
に
つ

い
て
あ
ま
り
知
識
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
私
は
、
不
安
な
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
の
出
発
で
し
た
。

最
初
は
研
修
か
ら
始
ま
り
、
毎

月
行
わ
れ
る
定
例
会
で
は
、
前
任

者
の
ご
指
導
も
あ
り
、
学
ぶ
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
、

安
心
で
き
る
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
地
域
の
福
祉
活
動
を
行
う
こ

と
で
す
。

援
助
を
求
め
る
人
の
相
談
に
の

っ
た
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
、

そ
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
や
役
場

社
会
福
祉
課
と
の
連
携
を
と
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
地
域
の
人
た
ち

と
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と

で
す
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
誰
も
相

談
を
持
ち
か
け
て
く
だ
さ
ら
な
い
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ふれあいちくかん

ふれあい地区館へのご参加
ありがとうございました！
ふれあい地区館へのご参加
ありがとうございました！
今年度も、多くの皆さんにふれあい地区館活動へご参加いただきました。移動学習
や地区館まつりなどさまざまな事業を実施しましたので、活動の一部をご紹介します。
来年度も“いつでも、どこでも、だれでも”参加できる“届ける生涯学習”を実践

していきます。
中央公民館　☎888ー2526

阿見小学校区ふれあい地区館
問い合わせ：中央公民館☎888-2526

ふれあいウォーキング

12 月 11 日に実施した各部会交流事業の『ふれあ
いウォーキング』には、子どもから高齢者まで 101
人が参加しました。
中央公民館から若栗運動公園・ふれあいの森を巡
る往復 5キロの道のりを歩き、健康増進に励みまし
た。ゴール後は、女性部会が前日から準備した特製
の豚汁を堪能し、地域の皆さんとの交流を深めるこ
とができました。

▶豚汁を味わう
皆さん

本郷小学校区ふれあい地区館
問い合わせ：本郷ふれあいセンター☎830-5100

横浜・中華街散策

10 月 15 日に実施した成人合同部会主催の移動学
習『横浜・中華街散策』には、90人が参加しました。
三渓園・中華街・赤レンガ倉庫と、異文化の入り混
じる港町『横浜』を巡りながら、文明開化と呼ばれ
る明治期の大変革から今日に至るまでの歴史と文化
を学びました。お昼には中華街でおいしい中華料理
を味わいながら、たくさんの人と交流を深め、大満
足の様子でした。

▶中華街の様子

吉原小学校区ふれあい地区館
問い合わせ：中央公民館☎888-2526

上野動物園と国立科学博物館見学

12 月 4 日に実施した青少年育成部会主催の移動
学習『上野動物園と国立科学博物館見学』には、44
人が参加しました。
休日ということもあって、子どもから大人まで大
人気のジャイアントパンダ『リーリー』と『シンシン』
をひと目見ようと、たくさんの人で賑わっていまし
た。また、国立科学博物館では、『人類と自然の共存』
をテーマにさまざまな展示を見学しました。

▶上野動物園の
様子

実穀小学校区ふれあい地区館
問い合わせ：本郷ふれあいセンター☎830-5100

合同健康ウォーキング＆サツマイモ掘り

10 月 2日に実施した『合同健康ウォーキング＆サ
ツマイモ掘り』には、各部会から 45 人が参加しま
した。
上小池・下小池地区のゴミ拾いをしながら 2.5 キ
ロの道のりを歩き、ゴール地点の畑では春に植えた
サツマイモの収穫を行いました。サツマイモは親子
料理教室で『芋コロッケと芋サラダ』に使い、親子
で協力しながら家族の絆をいっそう強めることがで
きました。

▶ウォーキング
風景
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15　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

ふれあいちくかん

第二小学校区ふれあい地区館
問い合わせ：かすみ公民館☎888-8111

しめ縄教室

12 月 11 日に西郷公会堂で実施した成人部会主催
の『しめ縄教室』には、15人が参加しました。
玄関用のしめ飾りと神棚用の棒しめの 2種類を製
作しました。ほとんどの家庭で既製品を飾る中、手
作りはとても貴重な体験です。呼吸を合わせてわら
を編んでいく作業は、会場を厳かな空気にさせてく
れました。全員が見事なしめ飾りを作ることができ、
大満足の様子でした。

▶完成したしめ
飾り

第一小学校区ふれあい地区館
問い合わせ：かすみ公民館☎888-8111

かくし芸大会

11 月 20 日に実施した高齢者部会主催の『かくし
芸大会』には、25組 80人が出演しました。
歌や踊り、楽器の演奏といったさまざまな一芸を
披露し、明るく楽しい健康づくりができました。ま
た、ひょっとこやがま口上といった普段お目にかか
れない一風変わった芸の披露もあり、会場は大いに
盛り上がりました。
新たな出演者の発掘もしながら、来年に向けて取り

組んでいきます。

▶がま口上の様子

舟島小学校区ふれあい地区館
問い合わせ：舟島ふれあいセンター☎840-2761

国会議事堂と羽田空港見学

10 月 3 日に行われたみどりクラブ主催の移動学
習『国会議事堂と羽田空港見学』には 43人が参加し
ました。
バスの車窓からは世界一高い電波塔である東京ス

カイツリーを見ることができました。また、国会議
事堂内の見学、昼食はレインボーブリッジやお台場
を眺めながらのホテルバイキング、最後は羽田空港
ターミナルの見学と、盛りだくさんの内容で、大満
足の様子でした。

▶国会議事堂前
で記念撮影

君原小学校区ふれあい地区館
問い合わせ：君原公民館☎889-1363

三世代交流会

12 月 15 日に実施したふれあい交流部会と高齢者
部会の共催事業『三世代交流会』には、君原小学校 1・
2年生の児童とその保護者、講師、先生の計 66 人
が参加しました。
けん玉・お手玉・おはじき・こま回し・メンコ・あや
とりといった昔ながらの遊びに悪戦苦闘しながら一
生懸命チャレンジしました。世代を超えた交流を図
りながら、貴重な体験ができました。

▶こまに挑戦

■合同事業　ふれあいスポーツ交流会（11月 27日実施）
ふれあい地区館では、毎年 11月の第 4日曜日を『ふれあいの日』と定め、スポーツ交流会を実施してきま

した。スポーツを通して地域住民同士の交流を
図り、親睦を深めることを目的としています。
今年度は各小学校区から約200人が参加し、
ソフトバレーボールの部では阿見小学校区（写
真左）、輪投げの部では舟島小学校区（写真右）
が見事優勝しました。
※ふれあい地区館事業全体のお問い合わせは
▼中央公民館☎888-2526 ▲阿見小学校区（ソフトバレー） ▲舟島小学校区（輪投げ）
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12月 8日

ま
ち
の

で
き
ご
と

ま
ち
の

で
き
ご
と

■

シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

町
在
住
の
選
手
が
活
躍

平
成
23
年
11
月
18
日
か
ら
4
日

間
に
わ
た
り
、
宮
城
県
の
仙
台
市

体
育
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
第
28

回
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
で
、
町
か
ら
参
加
し

た
2
人
の
選
手
が
快
挙
を
成
し
遂

げ
、
12
月
8
日
に
報
告
の
た
め
町

長
を
訪
れ
ま
し
た
。

1
0
3
人
が
参
加
し
た
35
歳
以

上
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
で
は
、

大
橋
雅
道
さ
ん
（
写
真
右
）
が
優

勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
64
人
が
参

加
し
た
35
歳
以
上
混
合
ダ
ブ
ル
ス

の
部
で
は
、
島
田
明
さ
ん
・
谷
島

め
ぐ
み
さ
ん
（
写
真
左
）
ペ
ア
が

第
3
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

まちのできごと

■

新
春
恒
例

町
消
防
出
初
式
開
催

1
月
7
日
、
新
春
恒
例
の
町
消
防
出
初
式
が
阿
見
中
学
校
校
庭
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
・
武
器
学
校
消
防
隊
・
朝
日
燃
料
支
処
消
防
隊
・

消
防
職
員
が
参
加
し
、
人
員
・
服
装
・
消
防
機
械
器
具
点
検
や
分
列
行
進
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
消
防
操
法
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
消
防
団
代
表
が
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を
展
示
し
ま
し
た
。

■『
学
校
給
食
ヤ
ー
コ
ン
の
日
』

吉
原
小
で
実
施

平
成
23
年
12
月
13
日
に
、
町
内
全

小
学
校
の
給
食
で
阿
見
産
ヤ
ー
コ
ン

を
使
っ
た
筑
前
煮
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
茨
城
大
学
の
先
生
や

生
産
者
・
栄
養
士
が
吉
原
小
学
校
を

訪
れ
、
ヤ
ー
コ
ン
に
関
す
る
授
業
が

開
か
れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
ヤ
ー

コ
ン
を
育
て
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

手
に
取
っ
て
ヤ
ー
コ
ン
の
感
触
な
ど

を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

12 月 13日1月 7日

■

成
人
式
典
開
催

新
成
人
は
5
2
0
人

第
64
回
成
人
式
典
が
、
1
月
8
日

に
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
5
2
0
人
が
成
人
を
迎

え
、
華
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
に
身

を
包
ん
だ
3
5
7
人
の
新
成
人
が
式

典
に
出
席
し
ま
し
た
。
出
席
者
た
ち

は
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
と
写
真

を
撮
っ
た
り
談
笑
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
式
典
で
は
、
代
表
者
3
人
が

将
来
の
夢
や
抱
負
な
ど
、
新
成
人
と

し
て
の
決
意
を
発
表
し
ま
し
た
。

1 月 8日
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■
お
わ
び
と
訂
正

『
広
報
あ
み
』
2
月
号
通
常
版
の

10
ペ
ー
ジ
『
阿
見
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

結
果
報
告
』
の
『
一
般
男
子
（
10	

km
）』

に
お
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

『
❼
時
原
宏
明
』と
あ
る
の
は
、『
❼

村
松
恒
』
の
誤
り
で
す
。
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

▼
問
合
せ	

生
涯
学
習
課
社
会
体
育

係
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1（
3
2
8
）

■
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業

に
関
す
る
臨
時
職
員
の
募
集

町
で
は
、
被
災
者
を
含
め
震
災
な

ど
の
影
響
を
受
け
て
離
職
さ
れ
た
失

業
者
な
ど
を
対
象
と
す
る
、
左
記
の

事
業
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
管
財
補
助
事
業

▼
勤
務
期
間	

4
月
2
日（
月
）〜
平

成
25
年
3
月
29
日（
金
）

▼
勤
務
日
時	

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

週
5
日
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
（
7
時
間
45
分
）

▼
勤
務
内
容	

消
耗
品
管
理
事
務
・

庶
務

▼
募
集
人
数	

1
人

▼
応
募
条
件	

▼
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
す
る
▼
ワ
ー
ド
・
エ
ク

▼
応
募
条
件	

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

の
操
作
が
で
き
る

▼
問
合
せ	

町
民
活
動
推
進
課
☎

8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
7
1
）

●
総
合
窓
口
フ
ロ
ア
ー
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
事
業

▼
勤
務
期
間	

4
月
2
日（
月
）〜
9

月
28
日（
金
）

▼
勤
務
日
時	

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

週
5
日
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
（
7
時
間
45
分
）

▼
勤
務
内
容	

窓
口
事
務
の
補
助

（
利
用
者
の
案
内
や
窓
口
業
務
の

支
援
）

▼
募
集
人
数	

2
人

▼
問
合
せ	

町
民
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
2
0
）

●
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
強
化
事
業

▼
勤
務
期
間	

4
月
2
日（
月
）〜
平

成
25
年
3
月
29
日（
金
）

▼
勤
務
日
時	

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

週
5
日
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
（
7
時
間
45
分
）

▼
勤
務
内
容	

放
課
後
子
ど
も
教
室
・

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
務
補
助

▼
募
集
人
数	

1
人

▼
応
募
条
件	
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

の
操
作
が
で
き
る

▼
問
合
せ	

児
童
福
祉
課
☎
8
8
8

ー

1
1
1
1
（
1
7
7
）

●
食
品
放
射
能
測
定
事
業

▼
勤
務
期
間	

4
月
2
日（
月
）〜
平

成
25
年
3
月
29
日（
金
）

▼
勤
務
日
時	

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

週
5
日
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

（
6
時
間
）　

※
業
務
内
容
に
よ
り

勤
務
時
間
の
延
長
・
短
縮
あ
り

▼
勤
務
内
容	

食
品
放
射
能
測
定
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
測
定
お
よ
び
デ
ー

タ
入
力
・
整
理
な
ど

▼
募
集
人
数	

1
人

▼
応
募
条
件	

▼
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
す
る
▼
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
の
操
作
が
で
き
る

▼
問
合
せ	

農
業
振
興
課
☎
8
8
8

ー

1
1
1
1
（
1
8
2
）

●
商
工
労
政
補
助
事
業

▼
勤
務
期
間	

4
月
2
日（
月
）〜
平

成
25
年
3
月
29
日（
金
）

▼
勤
務
日
時	

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

週
5
日
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
（
7
時
間
45
分
）

▼
勤
務
内
容	

商
工
労
政
業
務
に
関

す
る
事
務
補
助

▼
募
集
人
数	

1
人

▼
応
募
条
件	

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

の
操
作
が
で
き
る

▼
問
合
せ	

商
工
観
光
課
☎
8
8
8

ー

1
1
1
1
（
1
7
1
）

●
時
給
は
い
ず
れ
も
8
0
0
円

●
応
募
期
間
は
い
ず
れ
も
3
月
12
日

（
月
）ま
で

●
応
募
方
法
は
い
ず
れ
も
各
担
当
課

へ
事
前
連
絡
の
う
え
、
必
要
書
類

（
※
）
を
提
出
す
る
。
郵
送
不
可

※
必
要
書
類
は
▼
履
歴
書
（
6
か
月

以
内
撮
影
の
写
真
貼
付
）▼
失
業

中
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
・
廃
業

届
・
職
務
経
歴
書
・
離
職
票
な
ど
）

●
選
考
方
法
は
い
ず
れ
も
書
類
選

考
・
面
接
（
日
程
は
後
日
連
絡
）

セ
ル
の
操
作
が
で
き
る

▼
問
合
せ	

管
財
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
6
3
）

●
公
園
等
草
刈
事
業

▼
勤
務
期
間	

❶
4
月
2
日（
月
）〜

10
月
31
日（
水
）
❷
4
月
2
日（
月
）

〜
平
成
25
年
3
月
29
日（
金
）

▼
勤
務
日
時	

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

週
5
日
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

（
6
時
間
）　

※
❷
に
つ
い
て
は
、

11
月
1
日（
木
）〜
平
成
25
年
3
月

29
日（
金
）は
週
2
日
勤
務

▼
勤
務
内
容	

公
園
等
公
有
地
の
草

刈
・
芝
刈
・
清
掃
・
見
回
り
な
ど

▼
募
集
人
数	

❶
4
人
❷
2
人

▼
応
募
条
件	

普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
す
る　

※
❷
に
つ
い
て

は
、
植
木
の
せ
ん
定
が
で
き
る

▼
問
合
せ	

管
財
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
6
3
）

●
交
通
防
災
補
助
事
業

▼
勤
務
期
間	

4
月
2
日（
月
）〜
平

成
25
年
3
月
29
日（
金
）

▼
勤
務
日
時	

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

週
5
日
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
（
7
時
間
45
分
）

▼
勤
務
内
容	

窓
口
事
務
・
り
災
証

明
現
地
調
査
・
庶
務

▼
募
集
人
数	

1
人

おしらせ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
tion

Informa
tion

〈広告欄〉
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おしらせ

〈広告欄〉

■
町
内
施
設
の
除
染
工
事

町
で
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
飛
散
・

降
着
し
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
低
線
量
被
ば
く
を
低
く

抑
え
る
た
め
、
建
設
重
機
な
ど
を
使

用
し
た
除
染
工
事
を
行
い
ま
す
。

▼
期
間	

3
月
30
日（
金
）ま
で

▼
内
容	

▼
表
土
の
削
り
取
り
▼
U

字
溝
な
ど
の
土
砂
の
撤
去
・
洗
浄

▼
芝
生
の
深
刈
り
▼
砂
場
の
入
替

ー
な
ど

▼
対
象	

▼
保
育
所
・
児
童
館
4
所

2
館
▼
小
学
校
8
校
▼
中
学
校
3

校
▼
公
園
（
砂
場
）
26
か
所

▼
問
合
せ	

放
射
能
対
策
室
☎

8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
2
7
）

■
廃
車
の
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か
？

手
元
に
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
が
な

い
の
に
、
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な

い
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日

現
在
、
車
両
の
所
有
者
（
軽
自
動
車

の
使
用
者
）
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

る
人
に
1
年
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

譲
渡
や
廃
車
を
し
て
い
て
も
名
義
変

更
や
廃
車
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
で

い
る
と
、
毎
年
軽
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
や
車
検
証
が
な
く
て
も
廃
車

手
続
き
は
で
き
ま
す
。
ま
た
、
所
有

者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
相
続
人
に
名
義

を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
方
法
の
詳
細
は
、
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ	

▼
軽
自
動
車
：軽
自
動
車

検
査
協
会
茨
城
事
務
所
☎
8
4
3
ー

3
5
3
5
▼
二
輪
軽
自
動
車

（
1
2
5
cc
超
～
2
5
0
cc
以
下
）・

二
輪
小
型
自
動
車（
2
5
0
cc
超
）：

関
東
運
輸
局
土
浦
自
動
車
検
査
登

録
事
務
所
☎
0
5
0
ー

5
5
4
0
ー

2
0
1
8
▼
原
動
機
付
自
転
車
・
小

型
特
殊
自
動
車
：
役
場
税
務
課
軽
自

動
車
税
係
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1

（
1
5
6
）

■
使
用
済
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

の
収
集

▼
期
日	

3
月
7
日（
水
）

▼
時
間	

午
前
8
時
〜
10
時

▼
場
所	

茨
城
か
す
み
農
協
阿
見
営

農
経
済
セ
ン
タ
ー

▼
収
集
対
象	

使
用
済
農
ビ
（
塩
化

ビ
ニ
ー
ル
）
の
み

▼
持
参
品	

▼
県
農
業
用
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
処
理
協
会
へ
の
登
録
料
：

1
0
0
0
円
（
平
成
23
年
10
月
に

登
録
さ
れ
た
人
は
無
料
）▼
印
鑑

▼
そ
の
他	

▼
必
ず
、
竹
片
・
パ
ッ

カ
ー
な
ど
の
異
物
を
取
り
除
き
、

適
正
な
荷
姿
で
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
▼
パ
レ
ッ
ト
で
の
持
ち
込
み
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ	

町
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
適
正
処
理
対
策
協
議
会
▼
茨
城

か
す
み
農
協
阿
見
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
9
ー

0
6
2
1
▼
農

業
振
興
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1

（
1
8
3
）

■
『
学
校
体
育
施
設
利
用
団

体
連
絡
調
整
会
議
』
開
催

▼
期
日	

3
月
22
日（
木
）

▼
時
間	

午
後
7
時
か
ら

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』2
階
大
会
議
室

▼
対
象	
町
内
の
小
中
学
校
の
各
体

育
施
設
を
現
在
利
用
し
て
い
る
団

体
、
お
よ
び
来
年
度
か
ら
利
用
を

希
望
す
る
団
体
の
代
表
者　

※
一

時
利
用
団
体
は
除
く

▼
そ
の
他	

新
規
で
利
用
を
希
望
さ

れ
る
団
体
の
代
表
者
は
、
必
ず
事

前
に
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

▼
問
合
せ	

生
涯
学
習
課
社
会
体
育

係
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1（
3
2
8
）

■
阿
見
吉
原
土
地
区
画
整
理

事
業
に
関
す
る
説
明
会

阿
見
吉
原
土
地
区
画
整
理
事
業
の

土
地
利
用
計
画
お
よ
び
都
市
計
画
道

路
の
変
更
（
案
）
の
作
成
に
あ
た
り
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日	

❶
3
月
8
日（
木
）
❷
11

日（
日
）

▼
時
間	

❶
午
後
6
時
30
分
か
ら

❷
午
前
10
時
30
分
か
ら

▼
場
所	

❶
下
吉
原
公
会
堂
❷
中

央
公
民
館

▼
内
容	

▼
阿
見
吉
原
地
区
の
土
地

利
用
計
画
の
変
更
▼
土
浦
・
阿
見

都
市
計
画
道
路『
赤
太
郎
通
り
線
』

の
変
更　

※
2
日
間
と
も
説
明
内

容
は
同
じ
で
す

▼
問
合
せ	

▼
竜
ケ
崎
工
事
事
務
所

阿
見
吉
原
地
区
整
備
課
☎

0
2
9
7
ー

6
5
ー

1
0
5
7
▼
役

場
都
市
計
画
課
計
画
係
☎
8
8
8

ー

1
1
1
1
（
2
4
4
・
2
4
5
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
tion

Informa
tion
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▼
期
日	

3
月
21
日（
水
）

▼
時
間	

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所	

㈳
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
別
館
）

●
『
マ
イ
ホ
ー
ム
の
ミ
ニ
営
繕
』
引

き
受
け
ま
す　

マ
イ
ホ
ー
ム
の

床
・
壁
の
補
修
、
軽
易
な
大
工
仕

事
、
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
の
張

り
替
え
、
家
の
清
掃
・
雑
役
、
庭

木
の
せ
ん
定
、
草
刈
り
、
草
取

り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
問
合
せ	

㈳
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

■
茨
城
大
学
地
域
連
携
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
無
料
）

国
際
社
会
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
の
た
め
の
諸
施
策
は
十
分
な

成
果
を
あ
げ
て
お
ら
ず
、
原
子
力
発

電
所
事
故
に
よ
る
電
力
供
給
の
不
安

定
さ
も
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
再
び
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
1
つ
で
あ
る
バ

イ
オ
燃
料
に
着
目
し
、
地
域
に
お
け

る
生
産
や
活
用
の
動
き
と
そ
れ
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
・
将
来
展
望
に
つ

い
て
議
論
し
ま
す
。

▼
期
日	

3
月
13
日（
火
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

▼
場
所	

茨
城
大
学
農
学
部
1
0
0

番
講
義
室
（
阿
見
キ
ャ
ン
パ
ス
）

▼
問
合
せ	

茨
城
大
学
農
学
部　

新

田
・
塩
津
☎
8
8
8
ー

8
5
5
6

■
『
元
気
い
ば
ら
き
就
職
面

接
会
・
セ
ミ
ナ
ー
』
開
催

▼
期
日	

3
月
21
日（
水
）

▼
時
間	

▼
面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
：

午
後
0
時
30
分
〜
1
時
15
分
▼
合

同
就
職
面
接
会
：
1
時
30
分
〜
3

時
30
分

▼
場
所	

水
戸
合
同
庁
舎
5
階
厚
生

室
兼
会
議
室
（
水
戸
市
柵
町
）

▼
対
象	

学
生
を
除
く
若
者
や
離
職

さ
れ
再
就
職
を
目
指
す
人
な
ど
、

仕
事
を
お
探
し
の
人

▼
参
加
料	

無
料

▼
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ・E
メ
ー
ル
（
住
所・氏
名・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）
で
左

記
に
申
し
込
む

▼
申
込
先	

県
委
託
先
：
株
式
会
社

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス
☎
0
2
9
ー

2
1
2
ー

3
3
0
5
ＦＡＸ
0
2
9
ー

2
1
2
ー

3
2
9
9
▼
E
メ
ー

ル
：genki-ibaraki@

careerplus.
co.jp

▼
そ
の
他	

面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
は

要
事
前
予
約
。
合
同
就
職
面
接
会

は
予
約
不
要
・
入
退
出
自
由
。

▼
問
合
せ	
県
労
働
政
策
課
☎

0
2
9
ー

3
0
1
ー

3
6
4
5

■
レ
ン
タ
ル
市
民
農
園
利
用

者
募
集

春
の
作
付
け
は
、
こ
れ
か
ら
ト
マ

ト
・
な
す
・
き
ゅ
う
り
・
オ
ク
ラ
・
す
い

か
な
ど
な
ど
。
自
給
で
安
全
・
安
心
・

健
康
な
お
野
菜
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
パ
ー

ト
職
員
募
集

▼
勤
務
期
間	

4
月
2
日（
月
）〜
平

成
25
年
3
月
29
日（
金
）　

※
1
年

ご
と
に
更
新

▼
勤
務
日
時	
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

週
2
〜
3
日
、
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
（
7
時
間
45
分
）

▼
勤
務
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館

『
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
勤
務
内
容	

訪
問
入
浴
介
護
事
業

に
お
け
る
介
護
員
お
よ
び
オ
ペ
レ

ー
タ
ー

▼
時
給	

8
1
0
円

▼
募
集
人
数	

1
人

▼
応
募
条
件	

▼
60
歳
ま
で
▼
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
▼
ヘ
ル

パ
ー
2
級
以
上
の
免
許
を
有
す
る

▼
応
募
期
間	

3
月
15
日（
木
）ま
で

▼
応
募
方
法	

事
前
に
電
話
連
絡
の

う
え
、
履
歴
書
（
6
か
月
以
内
撮

影
の
写
真
貼
付
）を
郵
送
ま
た
は

直
接
左
記
に
提
出
す
る

▼
選
考
方
法	

書
類
選
考
・
面
接

▼
問
合
せ	

〒
3
0
0
ー

0
3
3
1

阿
見
町
阿
見
4
6
7
1
ー

1
町
社

会
福
祉
協
議
会
☎
8
8
7
ー

0
0
8
4

■
㈳
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら

●
入
会
説
明
会
開
催　

当
セ
ン
タ
ー

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
町
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人
が
対
象
（
入
会
承
認
制
）

プ
ロ
農
家
（
元
普
及
員
）
の
指
導
も

あ
り
ま
す
。

▼
場
所	

実
穀
（
寺
子
）
地
内

▼
使
用
料	

❶
タ
イ
プ
A
（
33
平
方

メ
ー
ト
ル
）
年
額
7
0
0
0
円
❷

タ
イ
プ
B
（
49
・
5
平
方
メ
ー
ト

ル
）
年
額
1
0
5
0
0
円
❸
タ
イ

プ
C
（
66
平
方
メ
ー
ト
ル
）
年
額

1
4
0
0
0
円

▼
区
画
数	

❶
12
区
画
❷
6
区
画

❸
6
区
画
（
定
員
で
締
切
）

▼
施
設	

水
道
・
駐
車
場
・
ト
イ
レ　

※
希
望
者
は
農
具
収
納
庫
の
利
用

可
（
有
料
）

▼
受
付
日
時	

土
・
日
を
除
く
午
前

9
時
〜
午
後
6
時

▼
申
込
方
法	

使
用
料
と
印
鑑
を
持

参
し
、
直
接
左
記
に
申
し
込
む

▼
問
合
せ	

い
ば
ら
き
県
南
阿
見
産

直
セ
ン
タ
ー
☎
8
4
3
ー

2
4
0
3

阿
見
町
囲
碁
同
好
会
か
ら

■
春
季
囲
碁
大
会
参
加
者

募
集

▼
期
日	

4
月
1
日（
日
）

▼
時
間	

▼
受
付
：
午
前
8
時
45
分

か
ら
▼
対
局
：
9
時
30
分
か
ら

▼
場
所	

中
央
公
民
館
2
階
和
室

ほ
か

▼
参
加
料	

▼
一
般
：
1
5
0
0
円

▼
中
学
生
以
下
：
5
0
0
円
（
昼

食
・
賞
品
代
含
む
）

▼
そ
の
他	

事
前
申
込
不
要
（
当
日

直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い
）

▼
問
合
せ	

阿
見
町
囲
碁
同
好
会

戸
川
☎
8
8
7
ー

6
7
9
1

おしらせ

〈広告欄〉
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交通事故発生状況　1月（前月比）
消防本部調べ	 軽　　傷	　17人（＋ 4)
出場件数　23件（＋ 3）	 中　　傷	　 5人（＋ 2)
	 重　　傷	　 1人（± 0)
	 死　　亡	　 0人（－ 1)
	 合　　計　23人（＋ 5)

●人口と世帯●
●総人口　47,851 人 （− 10）
●男　性　23,734 人 （＋ 4）
●女　性　24,117 人 （− 14）
●世帯数　18,226 世帯（＋ 11）

▽ 2月 1日現在▽常住人口ベース▽（　）内は前月比▽総務課調べ

3 月の納税等 4月の納税等
固定資産税（1期）
国民健康保険税（1期）
介護保険料（1期）
納期限 5月 1日（火）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

人権相談／行政相談　日時：3月1日（木）4月5日（木）
午前 10時〜午後 3時／場所：役場 3階 305 会議室

問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（216）
子育て相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜午後 4時／
場所：中郷保育所内／訪問相談随時受付

問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー2772
教育相談　日時：火〜金曜日午前 9時〜午後 3時／
場所：図書館となり

問い合わせ	 教育相談センター☎ 888ー1225
心配ごと相談　日時：水曜日午後1時〜4時／弁護士
相談：月1回午後1時〜3時30分［毎週水曜日の心配
ごと相談にて要予約］／場所：総合保健福祉会館相談室

問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
結婚相談　日時：第 2・第 4土曜日午後 1時〜 4時／
場所：総合保健福祉会館相談室

問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
高齢者総合相談　日時：月〜金曜日午前 8時 30 分
〜午後 5時 15分／場所：町社会福祉協議会内

問い合わせ	 町地域包括支援センター☎ 887ー8124
消費者相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜正午・午後
1時〜 4時／場所：役場 1階町消費生活センタ－

問い合わせ	 町消費生活センタ－☎ 888ー1871
交通事故相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜正午・午
後 1時〜 4時 45 分／弁護士相談：水曜日午後 1時〜
4時［要予約］／場所：県土浦合同庁舎

問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123

●定例相談●

※	救急車の適正な利用を
お願いします

る場合には、観覧チケットが必要になり
ます）　※途中入退場自由

●第 4回所蔵資料展『重キ務メヲナシオヘテー除隊記
念品展』開催中
開催日時	 3 月 25 日（日）まで

午前 9 時〜午後 5 時（入館は午後 4 時
30 分まで）／月曜日休館（月曜日が祝日
の場合は翌火曜日が休館）

場　　所	 予科練平和記念館 20世紀ホール
観	覧	料	 常設展観覧料に含まれます／大人５00円

（400 円）、小中
高生300円（240
円）　※（　）内
は 20 人以上の
団体および各種
割引カード提示
による割引料金

●絵本のよみきかせ「おはなしおさんぽの会」開催
前回好評だった「おはなしおさんぽの会」がパワー
アップします。絵本のよみきかせに加えて、おやこで
楽しめる昔のあそびや工作を体験します。
春のひととき、予科練平和記念館で楽しい時間をす
ごしてみませんか。参加してくださったお子さんには
プレゼントもあります。
期　　日	 3 月 24 日（土）
時　　間	 ❶午前 10時 30分から❷午後 2時から

※各回とも（よみきかせ 30分・昔のあそ
び 30分の計 1時間）

場　　所	 予科練平和記念館ラウンジ
対　　象	 幼児〜小学

生（幼児は
保護者同伴
のこと）

参	加	料	 無 料（ 展示
をご覧にな

予科練平和記念館から

●問い合わせ　予科練平和記念館　☎891-3344
ホームページ　http://www.town.ami.ibaraki.jp/yokaren/index.html

▲除隊記念の盃（さかずき）や
日露戦争戦勝記念の徳利
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